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▽外壁芯

250

公式記念ショップ1

3,500 5,500

ファストフード 公式記念ショップ2
防煙区画-1

公式記念ショップ2
防煙区画-2[⾃然]

[⾃然] [⾃然] [⾃然]

窓13 窓12 窓11 窓10 窓05 窓04 窓03

C3 X2 C3 X4 C3 X6 C3 X8 C3 X10 C3 X12

C3 Y2

95,500 2,400
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00

250

ファストフード厨房

WC（従）
（想定）

WC（従）
（想定）

WC（従）
（想定）

申請敷地境界線

申請敷地境界線

申
請

敷
地
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界

線
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請

敷
地

境
界

線

16.50ｍ

歩⾏距離：27.88ｍ≦60ｍ
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.3

8m

25
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08
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▽上部庇ライン

△上部庇ライン

6,
50

0

1,400

⼿動 ⼿動 ⼿動 ⼿動 ⼿動

96,000

19
,2

34
96

0

97,190

21
,5

99

86,273
5,1281,265

800以上 800以上 800以上 800以上 800以上

10.47

10.30
10.30

1FL=DL+10.475

10.15

窓10 窓10 窓09 窓06 窓04 窓04

窓14

窓20 窓21 窓22

12,500

300 300

想定⾯積 45㎡

10.15 

10.20 10.38

10.25
4,828

8.
18

m

16.88ｍ

3.
20

m

歩⾏距離：28.26ｍ≦60ｍ

13.40ｍ

7.
79

m

3.
59

m

3.50ｍ

歩⾏距離：28.28ｍ≦60ｍ

C4 X1

外構本⼯事範囲

外構本⼯事範囲

C2 X12

▽上部庇A(アルミ庇)

竪樋：カラーVP 150Φ（7ヶ所）

竪樋：カラーVP 60Φ（32ヶ所）

公式記念ショップ2
504㎡

上部庇B

設備基礎
W6,000×D400×H400

防煙垂壁
＝1FL+2,500（H=500）

受変電設備設置範囲

FL-550

管理⽤通路（幅員5ｍ以上）

空地等（幅員5ｍ以上）

営業施設（⻄エントランス⻄）
⽤途：物販店舗、飲⾷店

ゲート施設
（⻄エントランスB 棟）

⽤途：郵便局、サービス店舗、
 事務所

側溝：細⽬グレーチング W300×H150

上部庇B
メッシュフェンス H=2.0m

キュービクル
置場

（屋根なし）

防煙垂壁 下端
＝FL+2,200（H=800）

防煙垂壁 下端
＝FL+2,200（H=800）

⾬⽔桝：400□

ホース格納箱x1組設置
+屋外消⽕栓×1台

上部庇B

コンクリート基礎（建築⼯事）
W1800×D500×H200

ホース格納箱x1組設置
+屋外消⽕栓×1台

コンクリート基礎（建築⼯事）
W1800×D500×H200 ⾬⽔枡：500□

16
,5

00

⾬⽔側溝へ直接放流 U-240

宅内最終枡

⾬⽔系統GW4-2へ接続配管VU200Φ

凡例 仕上タイプマーク
F 仕上記号

仕上番号

建具材種番号
建具番号

ISO制19960806 ISO改20170401 AE技1Q13C004-c001

建具マーク

略号（⼀般）
BM
GL
FL
CH
EV
PS
ES
DS

ベンチマーク
基準地盤⾯
各階基準床⾯
天井⾼
エレベーター
衛⽣⽤パイプシャフト
電気⽤シャフト
空調⽤ダクトシャフト

区画凡例
防⽕区画（兼防煙区画）
防煙区画
覆われた壁⼜は間仕切壁）

防煙区画（防煙垂壁）
（準耐⽕構造の壁、不燃材料で

排煙凡例
⾃然排煙
機械排煙
施⾏令126条の2 1項⼀号
施⾏令126条の2 1項三号

[⾃然]
[機械]
[⼀]

H12告⽰1436号 第四ロ
H12告⽰1436号 第四ハ
H12告⽰1436号 第四ニ（⼀）
H12告⽰1436号 第四ニ（⼆）
H12告⽰1436号 第四ニ（三）
H12告⽰1436号 第四ニ（四）
H12告⽰1436号 第四ホ

㋺
㋩
①

施⾏令126条の2 1項四号
[三]
[四]

②
③
④
㋭

⾃然排煙窓

基準線
鉄筋コンクリート
ALCパネル・PCパネル
コンクリートブロック
軽量鉄⾻間仕切
軽量間仕切・簡易間仕切

客⽤出⼊⼝

従業員⽤出⼊⼝

⼿動開放装置
（床⾯から80cm〜
150cmの位置に設置）

（有効1.5ｍ以上）

（有効0.9ｍ以上）

C3 X1 C3 X3 C3 X5 C3 X7 C3 X9 C3 X11

C3 Y1

250 8,750 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 5,750 250
95,500

11
,5

00
3,

08
2

25
0

△外壁芯

▽
外

壁
芯

△
外

壁
芯

25
0

屋根勾配 1/30

軒樋：塩ビ既製品

RD 150Φ（12ヶ所）

落し⼝
▽庇A（アルミ庇）

庇B（アルミ庇 D1000）庇B（アルミ庇 D1000）⿐隠し

C3 X2 C3 X4 C3 X6 C3 X8 C3 X10 C3 X12

C3 Y2

申請敷地境界線

申請敷地境界線

申
請

敷
地

境
界

線

申
請

敷
地

境
界

線
19

,2
34

96
0

97,190

21
,5

99

86,273
5,1281,265

4,828

250 250
96,000

▽外壁芯

▽庇先端

庇B（アルミ庇 D1000）

建
物

⾼
さ

32
5

22
5

10
0

1FL=DL+10.475
▽

△ SGL=DL+10.375

△ 平均GL=DL+10.15

グレーチング
凡例

点字ブロック（300⾓）

⼿動ドア⼿動

触知案内板

屋外消⽕栓（1台）
コンクリート基礎（建築⼯事）
1800×500×200H
地上機器

特記事項 ・特記なき限り1FL=±0とする
・設計GL（SGL）=1FL-100 とする
・設計GL（SGL）=DL+  10.375  とする
・平均地盤⾯は レベルを採⽤する（敷地内最低レベル）
・ ：整地レベルを⽰す
・ ：敷地境界の主要ポイントのレベルを⽰す
・給気機⼜は給気⼝、排気機若しくは排気⼝の位置、換気経路については、設備図による。
・⾮常⽤照明の配置、床⾯において1ルクス以上（LEDを使⽤する場合は2ルクス以上）

の照度を確保することができる範囲、予備電源の位置については、設備図による。
・屋外に通ずる出⼝については、⾮常時に内部より開錠できるサムターンとする。

・⾃動扉はパニックオープン、もしくは⾮常時には避難⽅向及び外部から予備電源で⼿動開放できる機構とする。
・⼿動扉は⾮常時には避難⽅向及び外部から⼿動開放できる機構とする。
・防煙区画の扉はH=500の防煙垂れ壁付⼜はH=300以上の防煙垂れ壁付不燃扉（常閉扉）とする。
・防煙区画の扉は不燃扉とする。
・延焼の恐れのある部分は発⽣しない。
・無窓居室は法35条の3による不燃区画とする。

ただし令和2年告249号「室⾯積30㎡以下かつ令第110条の5に規定する基準に従って
警備設備（⾃動⽕災報知設備）の設置」を満たす居室は免除。

・⽔洗便所：便所には換気のために有効な開⼝部⼜は換気設備を設けている。
・検査済証交付後に⾏うC⼯事についても許可基準及び法令に適合させます。

・歩⾏距離については下記とする。
内装は準不燃材料とする。
無窓居室：歩⾏距離（30ｍ）、1F（60ｍ）
有窓居室：歩⾏距離（30ｍ）、1F（60ｍ）

・⽕気使⽤室なし
・法第19条について⽀障がないことを確認した。（⾼低差2ｍ超えなし、

法⾯勾配30度以下など）
・北側軒下部分で床⾯積算⼊部分に屋内的⽤途なし
・⾬⽔排⽔は申請敷地内で汚⽔・雑排⽔と合流していない

室名
公式記念ショップ1、2
ファストフード

物販店舗
飲⾷店

■営業施設（⻄エントランス東）
⽤途 ■福祉特記事項

・床材は滑りにくい仕上とする。
（コンクリート⾦ゴテ押え）
・出⼊⼝は有効800以上とする。

No.

配置図兼1階平⾯図

屋根伏図

N
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凡例

ISO制19960806 ISO改20170401 AE技1Q13C004-c001

基準線
鉄筋コンクリート
ALCパネル・PCパネル
コンクリートブロック
軽量鉄⾻間仕切
軽量間仕切・簡易間仕切

略号（⼀般）
BM
GL
FL
CH
EV
PS
ES
DS

ベンチマーク
基準地盤⾯
各階基準床⾯
天井⾼
エレベーター
衛⽣⽤パイプシャフト
電気⽤シャフト
空調⽤ダクトシャフト

建
物

⾼
さ

32
5

22
5

10
0

1FL=DL+10.475
▽

△ SGL=DL+10.375

△ 平均GL=DL+10.15

  ：整地レベルを⽰す
DL=基本⽔準線
1FL=DL+10.475
現況地盤レベルは万博協会指⽰「GW現況測量（60ｍメッシュ）」による

No.

東⽴⾯図 ⻄⽴⾯図

北⽴⾯図

南⽴⾯図

A-1 カラー鋼板笠⽊
A-2 屋根：断熱⼆重折板葺
B-1 外壁：⾓波サイディングA
B-2 外壁：⾓波サイディングB
B-3 打放補修の上、撥⽔材塗布

C-1 アルミ庇A
C-2 アルミ庇B
D アルミサッシ
E 竪樋
F SUS製フード



設計GL

1F
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⽔下(梁天端)

⽔上梁天端
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公式記念ショップ1
公式記念ショップ2

防煙区画-1
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公式記念ショップ2
防煙区画-2

ファストフード

防煙垂壁 下端
＝屋根⾯からFL+2,500まで（H=500）

10.15 10.47

防煙垂壁
＝屋根⾯からFL+2,200まで（H=800）

防煙垂壁
＝屋根⾯からFL+2,200まで（H=800）

裏⾯：B-2

設計GL
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公式記念ショップ1

87
5

最
⾼

軒
⾼

＝
 4

,4
30

最
⾼

⾼
＝

 5
,3

05

CH
＝

 3
,0

00

基礎底

C3 Y2

11,500 3,332

申
請

敷
地

境
界

線

申
請

敷
地

境
界

線

2,490.3 1,110

△
庇

先
端

平均GL

10
0

22
547

5

34
5

軒
⾼

＝
 4

,0
85

3,
76

0
80

0
250 3,082

10.1510.30 CH
＝

2,
50

0

裏⾯：B-2

3 /100

凡例

ISO制19960806 ISO改20170401 AE技1Q13C004-c001

基準線
鉄筋コンクリート
ALCパネル・PCパネル
コンクリートブロック
軽量鉄⾻間仕切
軽量間仕切・簡易間仕切

略号（⼀般）
BM
GL
FL
CH
EV
PS
ES
DS

ベンチマーク
基準地盤⾯
各階基準床⾯
天井⾼
エレベーター
衛⽣⽤パイプシャフト
電気⽤シャフト
空調⽤ダクトシャフト

X

断⾯キープラン
C3
X1

X

C3
Y1

Y

Y
C3
X2

C3
X3

C3
X4

C3
X5

C3
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C3
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C3
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C3
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C3
X11

C3
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建
物

⾼
さ

32
5

22
5

10
0

1FL=DL+10.475
▽

△ SGL=DL+10.375

△ 平均GL=DL+10.15

  ：整地レベルを⽰す
DL=基本⽔準線
1FL=DL+10.475
現況地盤レベルは万博協会指⽰「GW現況測量（60ｍメッシュ）」による

No.

X-X断⾯図

Y-Y断⾯図

A-1 カラー鋼板笠⽊
A-2 屋根：断熱⼆重折板葺
B-1 外壁：⾓波サイディングA
B-2 外壁：⾓波サイディングB
B-3 打放補修の上、撥⽔材塗布

C-1 アルミ庇A
C-2 アルミ庇B
D アルミサッシ
E 竪樋
F SUS製フード




